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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 406 △59.5 △115 ― △91 ― △84 ―

21年3月期第1四半期 1,003 ― △53 ― △44 ― △48 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △4.45 ―

21年3月期第1四半期 △2.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 3,905 2,235 57.2 117.72
21年3月期 3,909 2,243 57.4 118.17

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  2,235百万円 21年3月期  2,243百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間 915 △55.2 △180 ― △180 ― △185 ― △9.74

通期 2,130 △34.5 △280 ― △280 ― △290 ― △15.27

―　1　――　1　―



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は今後様々な要因により、予想数値
と異なる結果となる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 19,110,000株 21年3月期  19,110,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  122,777株 21年3月期  121,123株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 18,987,788株 21年3月期第1四半期 19,001,695株
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【定性的情報・財務諸表等】 
 

１. 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年から続く世界的な金融不安の影響による

景気の後退から、企業収益の大幅な悪化、設備投資の抑制、雇用環境の落ち込みなど依然として厳

しい状況が続いております。 

鋳造業界におきましても生産量の大幅な減産が続いており本格的な回復には、しばらく時間がか

かると思われます。 

このような経営環境の中で、当社グループの平成22年３月期 第１四半期の連結業績は、売上高

は、鋳物事業におきましては自動車部品を始めとして油圧部品、汎用エンジン部品等全ての部品が

減少、またメンテナンス事業におきましては熱交換器、レンタル事業等の減少により、406百万円

（前年同四半期比59.5％減）となりました。利益面につきましては、全社を挙げて諸経費の削減等

収益改善に努めましたが、操業度の低下による固定費の吸収に至らず、営業損失115百万円（前年同

四半期53百万円）、経常損失91百万円（前年同四半期44百万円）、四半期純損失84百万円（前年同

四半期48百万円）となりました。 

 

２. 連結財政状態に関する定性的情報 

 （１）資産、負債および純資産の状況 

当第１四半期末における総資産は、3,905百万円（前期末比4百万円の減少）となりました。 

流動資産は、現金預金の増加41百万円、受取手形及び売掛金の減少108百万円等により、839百万

円となりました。 

固定資産は、有形固定資産の減少64百万円、投資有価証券の増加128百万円等により、3,065百万

円となりました。 

流動負債は、支払手形及び買掛金の減少18百万円等により、507百万円となりました。 

固定負債は、長期借入金の減少14百万円等により1,162百万円となりました。 

純資産の残高は、2,235百万円（前期末比8百万円の減少）となりました。 

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動においては、62百万円（前年同四半期は18百万円）の収入となりました。主な内訳は税

金等調整前四半期純損失83百万円、減価償却費70百万円、売上債権の減少額108百万円、仕入債務の

減少額18百万円等を計上したためであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動においては、6百万円（前年同四半期は25百万円の収入）の支出となりました。これは投

資有価証券の取得による支出24百万円及び投資有価証券の売却による収入18百万円が主なものであ

ります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動においては、14百万円（前年同四半期は15百万円）の支出となりました。これは長期借

入金返済による減少14百万円が主なものであります。 

以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、315百万円となりました。 
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３. 連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想につきましては、平成21年５月14日に発表しました数値に変更はありません。 

 

 

４. その他 

 （１） 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

 

 （２） 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

ております。 

②たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会

計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売

却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

   

 

 （３） 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

表示方法等の変更 

（四半期連結貸借対照表関係） 

前第１四半期連結会計期間において、流動資産の「商品及び製品」に含めていた「半製品」

は、たな卸在庫の管理体制の変更により、当第１四半期連結会計期間より「仕掛品」として区

分掲記することとしております。なお、前第１四半期連結会計期間において、流動資産の「商

品及び製品」に含めていた「半製品」は112,311千円であります。 
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 （４） 継続企業の前提に関する重要事象等 

当社グループは、連続して営業損失を計上しており、当第１四半期会計期間においても、米国

金融危機を契機とした世界的な景気後退の影響を受け、主力製品である自動車部品・小型建設機

械部品の受注が激減し、大幅な操業度の低下を招き収益を悪化させたことが原因により、営業損

失を計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる状況が存在しております。 

      当社グループは当該状況を解消すべく、営業体制の抜本的見直しと製造経費の徹底的な削減を

骨子とした中期経営計画を策定いたしました。営業活動に迅速かつ的確に対応すべく営業部門と

技術部門との組織編制を行い、提案営業活動による新規品及び既存品の受注拡大に努めます。製

造活動におきましては、工場消耗品をはじめとした諸経費の徹底した無駄排除、作業改善による

生産性向上と不良率低減に傾注し、製造原価の低減に努めます。以上の施策を実施することによ

り収益性の改善を図ってまいります。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 315,019 273,381

受取手形及び売掛金 318,908 427,150

商品及び製品 34,205 152,934

仕掛品 126,602 －

原材料及び貯蔵品 28,198 34,635

その他 16,439 19,512

貸倒引当金 △200 △200

流動資産合計 839,174 907,413

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 933,194 942,466

機械装置及び運搬具（純額） 830,618 881,851

工具、器具及び備品（純額） 52,151 49,855

土地 507,104 507,104

建設仮勘定 4,699 10,551

有形固定資産合計 2,327,769 2,391,830

投資その他の資産   

投資有価証券 702,256 574,212

その他 35,854 35,779

投資その他の資産合計 738,110 609,991

固定資産合計 3,065,879 3,001,822

資産合計 3,905,054 3,909,236
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 252,444 270,719

1年内返済予定の長期借入金 109,466 109,466

未払金 79,264 78,917

未払費用 41,266 39,412

未払法人税等 2,046 4,880

その他 22,550 22,138

流動負債合計 507,039 525,535

固定負債   

長期借入金 701,690 716,162

繰延税金負債 42,509 －

退職給付引当金 126,157 132,850

役員退職慰労引当金 49,266 47,544

長期未払金 233,500 233,500

その他 9,654 9,654

固定負債合計 1,162,777 1,139,712

負債合計 1,669,817 1,665,248

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,437,050 1,437,050

資本剰余金 965,788 965,788

利益剰余金 △233,064 △148,613

自己株式 △10,009 △9,966

株主資本合計 2,159,764 2,244,257

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 75,472 △269

評価・換算差額等合計 75,472 △269

純資産合計 2,235,236 2,243,988

負債純資産合計 3,905,054 3,909,236
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 1,003,929 406,129

売上原価 944,136 442,977

売上総利益又は売上総損失（△） 59,792 △36,848

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 41,323 20,410

給料及び手当 21,573 17,809

その他 50,777 40,890

販売費及び一般管理費合計 113,674 79,109

営業損失（△） △53,881 △115,957

営業外収益   

受取利息 47 28

受取配当金 11,677 7,187

固定資産賃貸料 8,028 10,775

助成金収入 － 14,245

その他 97 96

営業外収益合計 19,851 32,333

営業外費用   

支払利息 3,766 5,411

固定資産賃貸費用 6,629 1,719

その他 37 1,035

営業外費用合計 10,432 8,166

経常損失（△） △44,463 △91,790

特別利益   

投資有価証券売却益 7,810 8,059

特別利益合計 7,810 8,059

特別損失   

固定資産処分損 2,772 －

投資有価証券売却損 149 －

投資有価証券評価損 7,550 －

特別損失合計 10,472 －

税金等調整前四半期純損失（△） △47,125 △83,730

法人税、住民税及び事業税 1,502 720

法人税等合計 1,502 720

四半期純損失（△） △48,628 △84,450
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △47,125 △83,730

減価償却費 90,037 70,179

投資有価証券売却損益（△は益） △7,661 △8,059

投資有価証券評価損益（△は益） 7,550 －

固定資産処分損益（△は益） 2,772 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △199 △6,693

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,620 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,721 1,721

受取利息及び受取配当金 △11,724 △7,215

支払利息 3,766 5,411

売上債権の増減額（△は増加） 88,800 108,241

たな卸資産の増減額（△は増加） △53,770 △1,437

仕入債務の増減額（△は減少） △49,228 △18,810

未払金の増減額（△は減少） 3,350 346

未払費用の増減額（△は減少） △98 △1,941

未払消費税等の増減額（△は減少） △29,778 △7,285

その他 3,122 9,619

小計 12,154 60,346

利息及び配当金の受取額 10,025 6,944

利息の支払額 413 △1,616

法人税等の支払額 △3,744 △2,880

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,849 62,794

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △11,564 △655

有形固定資産の売却による収入 4,120 310

投資有価証券の取得による支出 △47,733 △24,390

投資有価証券の売却による収入 80,816 18,690

保険積立金の積立による支出 △574 △595

投資活動によるキャッシュ・フロー 25,064 △6,641

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △14,994 △14,472

自己株式の取得による支出 △48 △42

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,042 △14,514

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 28,871 41,638

現金及び現金同等物の期首残高 415,328 273,381

現金及び現金同等物の四半期末残高 444,200 315,019
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（４）継続企業の前提に関する注記 
 

当社グループは、米国金融危機を契機とした世界的な景気後退の影響を受け、前連結会計年度にお

いて操業度の大幅な低下とともに収益性の大幅な減少を余儀なくされ、多額の営業損失を計上いた

しました。当第１四半期連結会計期間においても状況は変わらず115百万円の営業損失を計上いたし

ました。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しています。 

四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、前連結会計年度に営業体制の

抜本的見直し及び製造経費の徹底的な削減を骨子とした中期経営計画を策定し、それを部門方針管

理活動計画及び年度予算へ展開し、各計画の達成期限と責任を明確にして活動しています。 

しかしながら、景気回復時期の見通しが不透明なため、中期経営計画の達成見込みは必ずしも確実

ではなく、当該対応を行った上でもなお継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期連結財務諸表に反映していません。 

 

 

（５）セグメント情報 

 【事業の種類別セグメント情報】 

    前第1四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年6月30日）及び当第1四半期連結

累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年6月30日） 

 

    全セグメントの売上高の合計、営業損失の金額の合計額に占める鋳物事業の割合が90％を超える

ため、記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

    前第1四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年6月30日）及び当第1四半期連結

累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年6月30日） 

 

    本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店はないため該当事項はありません。 

 

【海外売上高】 

    前第1四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年6月30日）及び当第1四半期連結

累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年6月30日） 

 

    海外売上高がないため該当事項はありません。 

 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 
   該当事項はありません。 
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